1960～70年代における韓国の非転向長期囚と監獄の日常史 : 非転向長期囚の口述記憶を中心に by 金, 貴玉
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「漢江の奇跡」と呼ばれる経済的成長と一定水準のデモクラシーを 30 年という短い期間で実現し、第 3
世界諸国の中で最も成功裏に貧困を脱した国家と評価された。
20 世紀は冷戦の時代でもある。20 世紀初頭の社会主義革命の成功によってソ連が登場した後、第 2
次世界大戦以後に本格化した冷戦体制は、20 世紀後半に旧ソ連が崩壊する時まで資本主義と社会主義の
両世界に分かれて政治・軍事・経済・社会・文化などすべての領域にわたる総力戦（total war）を経験




















































だちに多くの人々を「受刑者」にさせた。解放からわずか 1 年余りで全国の刑務所 14）は「思想犯」と「布
告令違反」で収監された人々でいっぱいになった 15）。 政府樹立以後の 1949 年の一年間だけで、保安法
によって検挙投獄された者だけでも 118621 人だった。防諜隊や軍の捜査機関でこの法律によって取り
締まられ、拘束されたり粛清されたりした左翼系列軍人だけでも 8000 ～ 9000 余人に至った。当時の
法務長官の権スンニョル（권승렬）によれば、検事が起訴する事件の 80% が左翼事件で、刑務所受刑者
の 80% が左翼囚だったという 16）。
そのような事情は韓国（朝鮮）戦争中や休戦以後も同じだった。監獄はまさに左翼囚たちであふれた。
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～ 40 年の受刑経験を持った彼らの証言は重要なものとして活用された 22）。この調査は 1990 年代初め
に、台湾政府が 2·28 事件に対する真相調査をしたことからも影響を受けた。1947 年 2·28 事件が起こっ
た当時、国民党政府はその事件がスパイと傀儡によって発生した暴動事件だと規定して、約 40 年の間、
その真相を隠蔽して来た 23）。しかし 1980 年代、台湾の民主化過程で初めて政府自ら真相を糾明して、
その事件に対して謝罪した。過去史清算運動という立場から、私たち研究者は非転向長期囚の口述採録
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作業の結果全体を国史編纂委員会に寄贈し、2004 年 11 月 18 日にその協定を結んだ 24）。
第三に、この調査は研究者と口述者の相互協力と民間の後援に助けられて成り立つことで、中立性を























<表 1> 間諜 事件の時期別・検挙形態別 分類 29） （単位 : 人）
区分 生捕 射殺 自首 計
1951 ～ 1959 年 1,494 62 118 1,674
1960 ～ 1969 年 825 762 99 1,686
1970 ～ 1979 年 448 208 25 681
1980 ～ 1989 年 238 77 25 340
1990 ～ 1996 年 70 29 15 114
総計 3,075 1,138 282 4,495













ことができる。1945 年 8 月 15 日から 1960 年 12 月 31 日まで『東亜日報』に載せられた間諜関連記
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<図 1> 　　受刑者、政治犯分類図
＊ 出典：徐勝、『獄中 19 年』、東京 : 岩波新書、1994、39 頁。
この文では崔晶基の定義に従って非転向長期囚は “ 思想犯の中で 7 年以上の長期刑を宣告され服役中
の左翼囚または思想犯で転向しなかった受刑者 ” と定義する 35）。
2）非転向長期囚口述者の個人データ
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彼らの平均収監期間は 34.5 年だ。全部で 94 人の非転向長期囚の収監期間を合わせれば 2854 年で、
1 人当り平均は 31 年だ。本稿で取り上げる 8 人の収監期間は、平均より 3.5 年長いと言える。逮捕され
た時期を見れば、1950 年代 4 人、1960 年代 4 人だ。パルチザン出身の安熙淑とキム・ヨンスンはそれ
ぞれ 1966 年、1974 年に釈放されたが、1970 年代に社会安全法が作られたことによって、清州監護所
で二重受刑生活をするようになり、その法がなくなる 1989 年になってようやく釈放されることができ
た。他の 6 人は、逮捕されてから満 70 歳、30 年を越える刑期を終えて仮釈放された。パルチザン出身





























い 37）” のだと主張した。しかし、マフェゾリ（M. Maffesoli）は現実を固定した状態で認識するよりは、
それを見る角度によって違って見えて絶えず変化生成される 38）ものとして把握した。日常生活の中には
総体性が到逹することができない幾多の小さな物語（small narrative）が存在して来たという点でマフェ













































































出典 : 姜栄喆（강영철）1998、「現行受刑者分類処遇制度の問題点と改善方案」、『矯正研究』 第 8 号、65 頁。
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A ～ C 級の場合は内部的に 1 ～ 4 級に分けて行刑点数の審査を受け、1 級に進級すると受刑者としての
人権をそれなりに享受することができた。D 級の非転向長期囚は ‘ 級の外 ’ に当たり、いくらまじめに受







遇を受けたと記憶している。特に崔夏鍾は、A 級は「反共法」違反収監者で主に短期囚、B 級は 5 ～ 10













6:30 起床 * 夏季は 6:00、点検、洗面 複数勤務
7:30 朝食
8:00 開房 昼勤務本務担当出勤 -2時間ごとに 昼食時間を含め








3:30 夕食 * 夏季は 4:00
4:30 点検 複数勤務
5:00 閉房 事務職員退勤 . 6 時頃員数確認ラッパで舍棟本務担
当退勤
6:00 夜勤前後夜組複数勤務者 30 分ずつ 食事交替
7:30 就寝 * 夏季 8:00 前夜組勤務、30 分休憩 2 回



























< 表 4> の日課表で見るように夕食を、夏季は午後の 4 時、冬季は 3 時 30 分に摂ってから次の日の朝
7 時 30 分にならないと朝食にならなかった。夕食から朝食時間まで 16 時間の間隔があった。夕食時間
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概して非転向長期囚は 1950 年代には 5 等食、1957 年以後から 1970 年代までは 4 等食を食べた。













（김선명、45 年の投獄生活）他 7 人のエッセイ集、『0.75 坪、地上で一番小
さい私の部屋一つ』の 0.75 坪は非転向長期囚の代名詞になった。非転向長期囚たちに特化されていた大
田刑務所の特別舍である 4、5、6、7 舍、病舍である 8 舍は差があった。崔夏鍾の記録を見る事にする。
① 4舍：6 ～ 9 尺房（3 ～ 5 人収容）71 個、4 ～ 5 尺（懲罰房、0.5 坪）6 個。幅 8 ～ 10m、長
さ 100m の南北廊下を中心に監房が配列。北側の檻房側の門を通じて 5 ～ 6 坪の運動場 8 個が扇
形に配置。
②5舍：4舍と直角方向に配置。9～15尺（普通7～8人定員、13人入ると横になる所が無くなる）
12 個。元々 1 階だったものを建て増しして上下二つの階にしたもの。
③ 6舍：5 舍と平行配置。6 ～ 9 尺房（3 ～ 5 人収容）29 個。
④ 7舍：6 舍と一列に配置。34 個房（定員 3 人）。夏には日射光線が照り付け、冬には霜が降る
ほどに居住環境が脆弱な舍棟。懲罰房として悪用。
⑤ 8舍：病舍。29 個（?）の房で構成 54）。
コリア研究  第３号
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* 参照：1 尺 =30.3cm/1 坪 =6 尺の二乗（3.3058m2）
基本的に刑務所の房は冷暖房施設を備えていない不良構造で建てられていたので夏には暑く、冬には
寒さで凍傷にかかる事が多数あった。一般受刑者の施設も同じなので、1990 年代初めにも受刑者の中
で凍傷にかかったことがあるという人々が 57% を越えた 55）。
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さらには 1984 年に完工された新しい大田刑務所は 8 万坪に達する東洋最大の監獄であると同時に、当

























































何だとか言う心理的な問題 67）」によって独房生活を 5 ～ 6 ヶ月位持続させたという。
7）非転向長期囚のアイデンティティ（identity）形成と抵抗






























































しかし、そういう同類意識、集団アイデンティティも 1970 年代の、彼らが 「白色テロ」と呼んだ 「思
想転向工作」を通してたやすく崩れた。思想転向工作は 1973 年 8 月 2 日、法務省例規第 108 号「左翼
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